
し
た
。
 

、
．
 

四
月
ニ
十
九
日
早
朝
、
「
コ
ー
ス
走
り
初
め
」
「歩

こ
つ
会
」
が
岩
木
川
河
川
敷
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

約
三
百
名
の
参
加
者
は
、
若
葉
萌
え
る
す
が
す
が

し
い
春
風
を
受
け
、
自
分
の
ペ

ー
ス
を
守
り
快
い
汗

を
流
し
た
あ
と
、
河
川
敷
の
ゴ
ミ
ひ
ろ
い
を
行
い
ま
 

「
おはよ w7J

J3
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木村信久氏 
(54歳） 

市内若葉1-23-6 

（木村石材店J 

鹿内雄太郎氏 
(73歳） 

市内田町40 

（鹿内みそ・しょうゆ工場） 

I 
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嶋口慶治氏 

(68歳） 

市内上平井町37 

(1-嶋口木工所） 

高橋正二氏 

(61歳） 

市内布屋町2 

（たかはし菓子店） 

竹鼻文子氏 
(52歳） 

市内本町63 

（働竹鼻製麺所） 

四
月
三
十
日
、
産
業
構
造
の
高
度
化
、
雇
用
機
会
の
確
保
及
び
拡
大
を
図
り
、
 

市
の
産
業
振
興
に
貢
献
の
あ
っ
た
個
人
又
は
団
体
を
た
た
え
る
「
五
所
川
原
市

地
場
産
業
功
労
賞
」
の
表
彰
式
が
市
長
公
室
で
行
わ
れ
、
今
年
度
は
次
の
五
人

の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
式
で
は
、
地
場
産
業
振
興
懇
話
会
（
川
村

恒
儀
会
長
）
の
委
員
が
見
守
る
中
、
市
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
の
盾
が
贈
ら
れ
、
 

受
賞
者
を
代
表
し
て
鹿
内
さ
ん
が

「
こ
の
栄
誉
を
契
機
に
今
後
も
地
場
産
業
振

興
に
貢
献
す
る
決
意
で
す
」
と
力
強
く
お
礼
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。
 

こ
れ
ま
で
受
賞
さ
れ
た
方
々
は
、
平
成
六
年
度
三
名
、
平
成
七
年
度
三
名
と

な
っ
て
お
り
、
今
回
を
含
め
受
賞
者
は
計
十
一
名
に
な
り
ま
し
た
。
 

昭
和
四
年
に
初
代
が
創
業
開
始
以
来
永
年
に
わ
た
り
、
高
技
術
な
手
作
業
に
よ
り

高
品
質
の
商
品
を
作
り
出
し
続
け
、
そ
の
技
術
は
現
在
の
二
代
目
に
も
受
け
継
が
れ

て
い
る
ほ
か
、
原
材
料
を
問
屋
を
通
し
な
が
ら
も
海
外
か
ら
仕
入
れ
、
ま
た
西
北
五

石
工
組
合
の
監
査
を
努
め
る
な
ど
国
際
経
済
の
推
進
や
地
域
産
業
経
済
の
発
展
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。
 

現
三
代
目
当
主
は
江
戸
時
代
創
業
開
始
以
来
、
初
代
作
太
郎
氏
よ
り
の
伝
統
的
技

法
を
受
け
継
ぎ
、
現
在
な
お
無
添
加
で
自
然
食
品
で
あ
る
「
撤
の
浦
の
み
そ
」
を
頑

な
な
ま
で
に
守
り
続
け
る
と
と
も
に
、
青
森
県
醸
造
食
品
工
業
の
組
合
員
を
務
め
醸

造
技
術
の
発
展
に
寄
与
す
る
な
ど
、
地
域
の
産
業
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
 

永
年
に
わ
た
り
高
度
な
技
術
力
を
持
つ
木
工
職
人
と
し
て
、
先
代
よ
り
の
技
術
保

存
伝
承
に
努
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
平
成
三
年
に
労
働
大
臣
か
ら
功
労
賞
を
授
与
さ
れ
、
 

ま
た
五
所
川
原
職
業
訓
練
協
会
会
長
・
青
森
県
木
工
連
合
会
副
会
長
・
青
森
県
職
業

能
力
開
発
協
会
幹
事
・
五
所
川
原
建
具
家
具
協
同
組
合
組
合
長
・
民
生
委
員
を
二
十

年
続
け
ら
れ
る
等
多
く
の
要
職
を
努
め
ら
れ
、
木
工
業
の
後
継
者
指
導
・
育
成
や
高

品
質
の
木
工
製
品
の
製
作
に
よ
っ
て
、
産
業
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
 

初
代
が
昭
和
五
年
に
当
市
新
町
で
和
菓
子
店
と
し
て
開
店
以
来
、
永
年
に
わ
た
り

質
の
高

い
個
性
的
な
和
菓
子
を
作
り
続
け
、
全
国
菓
子
大
博
覧
会
で
は
大
臣
賞
を
獲

得
さ
れ
ま
し
た
。
現
当
主
の
二
代
目
は
昭
和
三
十
三
年
に
東
京
で
修
行
し
習
得
し
た

技
術
で
洋
菓
子
の
製
造
を
開
始
し
、
 
「栗
ま
ん
」
等
の
名
菓
を
作
り
出
し
、
全
国
菓

子
大
博
覧
会
で
名
誉
金
賞
を
獲
得
し
て
お
り
、
五
所
川
原
の
菓
子
職
人
の
技
術
の
高

さ
を
実
証
し
、
地
方
菓
子
と
し
て
安
定
し
た
基
盤
を
確
立
し
、
産
業
振
興
と
地
域
経

済
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
 

明
治
十

一
年
に
初
代
が
当
市
本
町
に
て
創
業
以
来
、
昔
な
が
ら
の
手
造
り
に
こ
だ

わ
り
自
然
の
素
材
を
活
か
し
た
独
自
の
麺
を
四
代
目
と
な
っ
た
今
も
作
り
続
け
る
と

と
も
に
、
食
品
協
会
の
衛
生
管
理
指
導
員
や
、
青
森
県
生
麺
組
合
の
理
事
を
と
も
に

六
年
間
務
め
、食
品
業
界
及
び
生
麺
業
界
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
、
そ
の
他
従
業
員
数

も
三
十
六
名
を
数
え
る
な
ど
、
当
市
の
雇
用
確
保
に
も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
 

昨
年
地
場
企
業
と
し
て
は
、
は
じ
め
て
工
業
団
地
へ
進
出
し
ま
し
た
。
 

③
後
に
続
く
者
に

大
き
な

勇
気
と

励
ま
し

を
…
・
・
・
 

平
成
八
年度
難
五
所

川
原
市

地
場

産
業

功
労
賞

表
彰

式
 

受賞者の皆さん 



ー
 
境
 

緑
化
ま
つ
りー

 

市
役
所
お
ま
つ
り
広
場
で
、
四
月

二
十
五
日
か
ら
三
日
間
 
「第
二
十
四

回
環
境
緑
化
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
、
 

花
と
緑
を
求
め
る
大
勢
の
市
民
で
賑

わ
い
ま
し
た
。
会
場
で
は
庭
園
樹
等

が
展
示
即
売
さ
れ
、
初
日
に
訪
れ
た

市
民
に
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
等
の
苗
木
が
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
小
・

中
学
校
の
新
入
生
に
は
梅
や
あ
ん
ず

の
苗
木
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

苗木のプレゼントとー緒に行われた緑の羽根募金 

曾
意
の
花
か
一温
一
 

設
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
 

子
供
た
ち
は
学
習
の
一
環
と
し
て
体

系
的
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

ー
ど

う
も
あ
リ
が
と
う
 

ご
ざ
い
ま
す
 

工
業

団
地
に
野

上
建
築
（
木
材
加
工
製
造
）
 

地
場
企
業
で
は
四
社
目

ー
 

青
森
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
ハ
イ
テ
ク
工
業
団
地
漆
川
地
区
に
、
有
限
会
社
野
上
建
築
 

（車
力
村

・
野
上
春
昭
社
長
・
資
本
金
三
百
万
円
）
が
進
出
す
る
こ
と
に
な
り
、
 

五
月
一
日
市
内
藤
吉
郎
で
工
場
立
地
基
本
協
定
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回

で
、
地
場
企
業
に
よ
る
工
業
団
地
進
出
は
四
社
目
と
な
り
ま
す
。
 

同
社
は
、
高
性
能
健
康
住
宅
ク
レ
ー
バ
ー
ホ
ー
ム
の
木
材
加
工
製
造
を
行
い
、
 

工
場
は
約
三
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
用
地
に
、
木
造
平
屋
建
て
約
五
百
平
方
メ
ー
ト

ル
を
建
設
し
七
月
末
に
操
業
開
始
す
る
予
定
で
す
。
 

野
上
社
長
さ
ん
は
、
従
業
員
は
地
元
か
ら
十
人
以
上
採
用
し
た
い
と
話
し
て
い

ま
し
た
。
 

松
島
小
モ
ダ
ン
に
生
ま
れ
変
わ
る
 

こ
の
ほ
ど
、
待
望
の
松
島
小
学
校

新
校
舎
が
完
成
し
ま
し
た
。
旧
校
舎

は
、
昭
和
三
十
六
年
に
建
設
さ
れ
た

非
常
に
古
い
建
物
で
、
老
朽
化
が
進

ん
で
い
た
う
え
、
設
備
面
で
も
問
題

が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
「
」
 

の
た
び
完
成
し
た
新
校
舎
は
、
効
率

的
な
採
光
を
取
り
入
れ
た
明
る
い
色

調
の
建
物
で
あ
り
、
美
観
に
優
れ
る

だ
け
で
な
く
、
内
部
に
は
最
新
の
教

育
設
備
が
揃
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も

特
筆
す
べ
き
は
、
市
内
の
小
学
校
で

初
め
て
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
教
室
が
常
 

⑥
五
所
川
原
市
美
術
館
建
設
促
進
期
成
会
へ
 

〇
冨
田
重
昭
ぎ
ん

（
み
どり
町
四
 

一
二
八
）
廿
二
十
万
円
。
 

〇
福
多
一
彦
さ
ん

（
吹畑
字
藤
巻

1
三
〇
 
一
三
）
廿
五
万
円
。
 

＠
五
所
川
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
国
際
ソ
ロ
プ
チ
II（
ス
ト五
所
川
原

（
丸海
老
良
子
会
長
）
廿
五
万
円
。
 

〇
佐
々
木
豊
造
さ
ん

（
敷島
町
一
）
廿
五
万
円
。
 

〇
高
杉
敏
春
さ
ん

（
太
刀打
字
早
蕨
八
四
ー
五
）
廿
五
十
万
円
。
 

〇
囲
中
三

（
本
町）
廿
か
さ
外
十
一
点
。
 

〇
ス
ポ
ー
ツ
アカ
デ
IIIー
五
所
川
原
「
友の
会
」
（
山本
勝
三
会
長
）廿
車
椅
子
一
台
。
 

＠
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
へ
 

〇
高
橋
正
臣
さ
ん
（
本
町
五
0
）
廿
寄
贈
（
健
康
ロ
ー
ラ
機
一
台
）
 

〇
N
T
T
弘
前
演
劇
サ
ー
ク
ル
ば
っ
け
（川
村
肇
代
表
外
十
五
名
）廿
慰
問
（
演
 

劇
、
お
菓
子
六
十
人
分
）
。
 

〇
願
昌
寺
住
職
小
山
内
修
導
さ
ん
（
川
端
町
一
〇
）
廿
慰
間
（
法
話
）
。
 

〇
株
式
会
社
ア
ー
ト
ユ
ニ
オ
ン
全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
松
海
ひ
か
り
さ
ん
（
東
京
 

都
渋
谷
区
円
山
町
二
八
ー
八
ー
二
B
）
廿
慰
間

（
歌
）
。
 

＝亡伽＝ー驚一寧三 

調印を終え握手する野上社長（左）と佐々木市長 

上
巾
内
初
の
コ
ン
ピ
ュー
タ
ー
 

教
室
完
備

ー
 

3 平成 8年5月15日 
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火
災
の
民
家
か
ら
女
児
救
出
 
清

掃
奉
仕
で
き
れ
い
な
ま
ち
に
 
ち
び
っ
子
農
園
 

五
所
一
高
教
諭
の
毛
内
さ
ん
 

働
く
婦
加の
家利
用
者
の
会
 
オ
ー
プ

ン
 

平成8年5月15日 

三
月
下
旬
に
市
内
で
発
生
し
た
火

災
で
、燃
え
盛
る
民
家
か
ら
女
児
（当

時
八
カ
月
）
を
助
け
出
し
た
五
所
川

原
第

一
高
校
教
諭
の
毛
内
健
二
さ
ん
 

（囲
）
に
四
月
二
十
三
日
、
市
か
ら
人

命
救
助
功
労
者
の
表
彰
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
 

毛
内
さ
ん
は
サ
ッ
力
ー
部
の
顧
間
 
 

と
し
て
学
校
に
い
た
際
、
学
校
近
く

の
民
家
が
燃
え
て
い
る
の
を
発
見
し
、
 

家
の
中
か
ら
赤
ん
坊
の
泣
き
声
が
聞

こ
え
た
た
め
、
勇
猛
果
敢
に
屋
内
に

突
入
し
て
炎
の
向
こ
う
に
赤
ん
坊
を

見
つ
け
ま
し
た
。
そ
ば
に
母
親
が
い

ま
し
た
が
、
動
揺
し
て
身
動
き
で
き

な
い
状
態
だ
っ
た
た
め
、
毛
内
さ
ん

は
赤
ん
坊
を
抱
い
て

見
事
に
救
出
し
ま
し

た
。
 

表
彰
式
で
小
山
内

助
役
が
功
績
を
た
た

え
た
の
に
対
し
、
毛

内
さ
ん
は
 
「無
事
で

本
当
に
良
か
っ
た
。
 

元
気
な
子
に
育
っ
て

ほ
し
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
 

人
命
救
助
功
労
で
 

表
彰
さ
れ
た
 

毛
内

さ
ん
 

市
働
く
婦
人
の
家
の
サ
ー
ク
ル
の

集
ま
り
で
組
織
す
る
 
「働
く
婦
人
の

家
利
用
者
の
会
」
（三
上
ク
キ
会
長
）
 

の
会
員
約
四
十
名
が
、
五
月
一
日
に

ひ
ょ
う
た
ん
公
園

（柳
町
）
、み
ず
と

み
ど
り
の
小
公
園

（
新
町）
の
清
掃

奉
仕
を
行
い
ま
し
た
。
 

こ
の
活
動
は
今
回
が
初
め
て
で
、
 

働
く
婦
人
の
家
を
利
用
さ
れ
て
い
る

方
々
が
市
民
に
対
す
る
お
礼
に
と
、
 
 

き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し

て
行
っ
た
も
の
で
す
。
 

参
加
者
は
ご
み
袋
と
デ
レ
キ
を
手

に
、
空
き
缶
や
紙
く
ず
な
ど
を
拾
い

集
め
て
い
ま
し
た
。
 

親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
収

穫
の
喜
び
を
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と

五
月
六
日
、
「ち
び
っ
子
農
園
」
（
ー
 

ッ
谷
）
が
オ
ー
プ
ン
し
、
合
わ
せ
て
 

「市
民
農
園
」
（
湊）
も
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
小
雨
模
様
の
肌
寒
い
天

候
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
約
百
名
の
親

子
づ
れ
が
ク
ワ
や
シ
ャ
ベ
ル
な
ど
を

手
に
集
ま
り
、
農
園

（
一
区
画
約
11
1
 

十
平
方
メ
ー
ト
ル
）
に
配
布
さ
れ
た

ト
マ
ト
、
ナ
ス
の
苗
と
ジ
ャ
ガ
イ
モ

を
、
秋
の
収
穫
を
楽
し
み
に
植
え
つ

け
て
い
ま
し
た
。
 



No. 5 津軽親善大使紹介コーナー 

虹の架け橋 

五所川原市への想い グローバルな津軽 

' 

中 満寿夫さん（68歳） 

岡全国土地区画整理組合連合会専務理事 

東京都千代田区平河町十7-20 

昭和40年代、市長さんと市の仕事の事で知

り合い五所川原市を訪問して以来もう長い年

月がたってしまいました。美しい水の豊かな

印象が強く残っています。 

当時私は建設省に在職していまして、市の

計画に参画しておりましたが、市長の市を愛

する熱い想いを聞いて本当に頭がさがりまし

た。途中長い空白期間がありましたが 3年程

前に市長の訪問をうけ、昔に変わらぬ情熱で

市のあり方を論ゼ子られ、市の構想計画策定の

委員を仰せつけられ昔を思い出して勉強を始

めました。時代も変わり、生活も豊かになり 

、、まち、、のあり方、発展の方向も変わってま

いりました。時代の大きな流れ戸でしょう。現

在は長い平和の時代、「平和ボケ」 といわれる

部分や、「利己的」になった部分もありますが、 

、、まちづくり、、の基本はやはり市を愛する情熱

につきると思います。将来の五所川原市は、イ主

んでいて良かったとレ崎っれる様な立派な、、ま

ち、、をつくり子供や孫達にひきついでいきま

しょう。微力ながら私もお手伝いいたします。 

5 平成8年5月15日 

平山俊成さん（64歳） 
旧平山家当主 

日東国際特許事務所外国特許部 

（パテントエンジニア） 

東京都世田谷区豪徳寺1-56-4 

津軽の人、なかんずく五所川原の人は、古

来、質実剛健・真正直でストレートな人柄で

知られていると、幼少の頃から聞かされてお

りました。昨今の日本は、まさにこれと反対の

極にあるものと言って差支えありません。現

在の日本程、本音と建前が著るしく遊離して

いるのは、世界にも稀なことと思います。津軽

には、特に五所川原にはそれがありません。そ

のため、五所川原の人は随分損をしたことも

多かったと思います。しかし、このような裏表

のある生き方が、世界に通用すると思ったら

大間違いです。特に、フエアとアンフェアを明

確にするのが好きな国民性を有する米国に通

用すーる筈がありません。 ここ10年間位におけ

る日米間の雑音の重要な原因のーつは、最近

の日本人の2枚舌にあるものと私は見ており 

ます。津軽の風が、五所川 	一一一 

原の風が日本中に行き渡る j騒り、ぐ了、×ニー、 

日寺、 日本は再びグ’ローバノレ I督ひ「’皿Aでー 1 

にI言束貝され、ろ老展“するので 

はないてgしょうか。 	 、““ーー『 嘱） 



国民年金からのお知らせ 

麟 i) 

病気や事故で 

障害者になったとき・一 

国民年金加入者であれば障害年金を請求す

ることが出来ます。 

ただし、その障害で初めて病院に行った日 

（初診日）までに、以下1、 2. 3の条件の

レ vずれかを満たさなけれ羽ごなりません。 

1．国民年金を 3分の 2以上納めていること 

2 ，初診日の前々月までの過去一年間保険料 

の未納がないこと （免除可） 

3. 20歳前に初診日があること 

ー >もらえる金額 

’ 	 国民年金では、病院からの診断書を審査 

し国民年金独自の障害等級を決めています。 

1級 年額 981,900円 

2級 年額 785,500円 

＞子供力孔、る場合 

障害年金をもらう人に18歳未満の子供が 

いれば次の金額が加算されます。 

子供1人目・ 2メ、目の加算額 

1人につき 226,000円 

子供3人目以降の加算額 

1人につき 75,300円 

>注意 

このような人は障害年金を請求できません 

1．老齢基礎年金をすでにもらっている人 

2 ．障害の程度が国民年金の等級で1級、 2 

’ 	級に該当しない人 

>お問い合わせは 

国保年金課 国民年金係 雪内線212. 213 

'I 

お知らせ 

大切さ、忘れずひねる蛇ロです 

第38回水道週間 
レ期間 6月1日（土）~6月 7 日（金） 

全国一斉に第38回水道週間が実施されますc 

水道事業所は、西北五管工事業協同組合と共

催でi欠の行事を実施いたします。多数のご参

加をお待ちしては三3ります。 

月 	日 行事名 内 	×いソ“容一＝ 軸舞I 

二 6月 1日 

二（土） 

、 

二 6月 7 日 

（金） 

広報車の 

巡回 

広報車で水道週間 

「水の尊さ、水の

大切さ」をPR 
市内一円 

看
 
の
 
と
ぼ
 
板
 

り
 

水道週間 

第38回スローガン 

「大切さ、忘れず

ひねる蛇口です」 

水
事
庁
 
業
 
道
所

舎
  

6月 1日 

（土） 

車両 

パレード 

車両（ 5台）で水道 

週間「水の尊さ、水 

の大切さ」をPR 
市内一円 

6月 3 日雄 

(Y1) 

水道施設め

ぐり（小さ

な発見！!21 
世紀を拓く

ごしよがわ

らの水の小

路を訪ねっ 

市民の方を対象に

午前9時から午後 

3時まで水道施設

を見学していただ

き、水道事業行政

にご理解とご協力

を求めるものでえ 

市内の各

水道施設 

6月 4 日 

（火） 	「 

安全 

パトロ一ノレ 

水道工事の安全確保

無届工事の防止 
市内一円 

6月 6 日 

（木） 
講 習 会 

2級配管技士実技

講習会 

水道事業

所庁舎前 

駅東部地区土地区画整理審議会 

委員当選人決定のお知らせ 

さきに「広報ごしょがわら」 3月15日号で

お知らせした駅東部地区土地区画整理審議会

委員選挙は、届け出のあった候補者の数が、 

選挙すべき委員の数を超えないので、投票は

行いませんでした。 

土地の所有者から選ばれた審議会委員はI欠

のとおりです。 （敬称略） 

野呂邦雄（鎌谷町）、 寺田有宏（石岡）、 

寺田常蔵、相馬芳直（吹畑） 

小野勝章、三橋一志、蝦名正一（ーッ谷） 

福士 勲（稲実） 

家内労働旬間展開される！ 
5月21日から31日まで 『渡して信頼 もらつ

て安心 家内労働手帳』 のスローガンの基、家

内労働法の周知徹底と家内労働者（内職者）の

労働条件の向上と生活の安定を図るため、労働

省主唱による家内労働旬間が展開されます。 

委託者は、家内労働手帳を交付し、最低工賃

を守りましょう。内職者は、家内労働手帳の受

領と記入事項の確認をしましょう。なお、旬間

中、青森労働基準局では家内労働相談コーナー 

を設けて、家内労働の相談に応じます。 

詳しくは青森労働基準局賃金課（0177 - 34 
4111内線24・25）又は最寄りの労働基準監督署

へお問い合わせください。 

五所川原市役所 公35-2111 	 平成 8年5月15日 6 



=＝ご利用ください二一 

i交通遺児等育成資金制度 
自動車事故対策センターでは、交通遺児を

すこやかに育成するために資金を無利子でお

貸しします。 

◆利用できる方 自動車事故で保護者を亡く

された子供、または重度後遺障害者（自賠

責保険の1----3級）に認定された方の子供

を現在扶養している保護者 

◆対象者 0歳から中学校卒業までの子供

◆申し込み者 子供を扶養している保護者

◆貸付金額 一時金151,000円、月額19,000円 

入学支度金43,000円（小・中学校入学時） 

◆返済方法 最終学校卒業後、割賦（月賦・ 

半年賦・年賦）による20年以内の均等返済

※自動車事故により、頭部または脊髄に損傷 

を受け、常時介護を必、要とする重度後遺障 

害者に対しては、介護料支給制度もありま 

す。 

◆間い合わせ先 〒030 青森市大字浜田字豊

田139 - 21 

自動車事故対策センター青森支所 

合 0 1 7 7 - 3 9 - 0 5 5 1 

ンと き 5月20日 （月 

>ところ 市親f刀サーヒ 

ンと き 5月20日 （月）10時～15時 

ンところ 市親切サービス課（内線221・220) 

（市民相談室） 

※役所等への手続きがわからない方。 

※道路や側溝が破損したり、交通安全施設が 

なくて危険である。 

※騒音、振動、悪臭等、公害に悩まされている。 

※登記、国土調査、農地、年金等でのことで 

困っている。 

■相談は無料て拝必密を！三うユります。 

⑨定例相談日は、毎週木曜日 （10時～15時） 

で市親切サービス課（市民相談室）電話、 

手紙などの相談にも応じます。 

ン相談員 

洋田長一郎氏 市内ーッ谷76 - 5 
雪 34 - 2531 

宮本 ノリ氏 市内下平井町160 
容 35 - 3831 

身体障害者の無半十織難麟麟鷺舞篇麟麟麟麟

巡I旦」診食を行いますー 

レ対象者 

①身体障害者手帳の交付を受けるため

診査を必、要とする者 

②障害程度に変化があり、等級の変更

を必、要とする者 

③補装具の交付一、修理を必、要とする者

④その他、身体障害者て澄ゴ舌・医療・

施設入所等の相談を希望する者

ン診査科目及び日程、場所 

〇内部障害 6月11日（火）保健センター 

〇聴覚障害 6月24日（月）中央公民館

〇肢体不自由 7月 3 日（水）中央公民館

〇視覚障害 7月19日（金）中央公民館 

ン受付時間 各科とも午前 8時30分～午前10 

時30分まで 

＞注意すること 

〇脳卒中等による障害の者は、発病後 

3 カ月以上経過していること

〇内部障害は、心臓・呼吸器障害のみ

〇視覚障害は、視野障害を除く

〇聴覚障害は、平衡機能障害を含む 

>受診者の持参資料 

〇健康保険証 

〇身体障害者手帳（所持者のみ） 

〇心臓・呼吸器機能障害者は、胸部レ

ントゲン写真 

※問い合わせ先 市福祉事務所福祉課福祉係

胃 35 一 2111 内線541 

『子ども110番

開 
近年多発している子供たちの「いじめ」「登 

校拒否」などについて、教育委員会では電話 

による相談に応じております。 

また、就学前のお子さんで体に障害などを 

もち、就学でお悩みのことについても相談に 

応じます。 

一人で悩まずどうぞ気軽にご相談ください。 

レ相談受付 祝日を除く月曜日と水曜日 

午後 2fl寺から午後 5時まてg 

但．し、年末は12月25日まで 

年始は1月 6 日から 

レ相談対象 市内小・中学生、保護者、教職員等 

レ相談員 福多 郁 相談員 

ン電話番号 ”33 - 2206 

尚、電話番号等を記載したカードを市内ノ」、 

・中学生全員に配布いたしました。 

5月19日～ 

	5月25日 

春の 

7 平成 8年5月15日 



、 分ければ資源 

五所川原市役所 公35- 2111 

五所川原市役所民生福ネ止部生活環境課

電話 35一3111 内線 231 

平成8年5月15日 8 

舞競編~ 
皆さんの家庭から出されている燃やせるごみは、西部クリーンセンターで焼却 

されていますが、 5 月13日から 6 月23日の期間修理することになりました。 

この間ごみを減らすため 「生ごみ」 だけの収集となります。 

「新聞・雑誌・ダン7Iぐール・チラシ」 など紙類は下記の日程でリサイクルの日 

とし回収いたしますので、 きれいに梱包し出して下さい。 

ぐ  リサイクルの日程表 う 

収集月日 地 	」或 	及 	び 	町 	名 指 	定 	場 	所 

5
月
3
0H
と
6
月
1
4H
  

毘 	マど！フ 	門 	・ 	長 	富 	地 	区 

中 	 川 	 土也 	 区 

三 	 好 	 地 	 区 

毘‘少門支所・長富消防センター 

共栄集会所・ 田川集会所

種井集会所・ コ ミ セ ン中川

マ中飯詰集会所・桜田集会所

高 i頼集会所 ・ 三 好支所

藻川マ肖防センター・飯詰支所

下岩崎集会所・コ ミセン松島

水野尾集会所・石火田集会所

馬性集会所・吹畑消防センター 

福山集会所・野里集会所

若山集会所・平町集会所

長橋支所・高野文化センター 

持子沢集会所・コ ミセン原子一

一七和支所・俵元加工センター 

中 泉集会所 ・ 梅沢支所 

飯松
 
詰

島
 
地
地
 
区

区
 

長
七
梅
 
橋

和
沢
 
地
地
地
 
区
区

区
 

栄 	 地 	 区 

み 	ど 	り 	町 	1 	~ 	8 	丁 	目 

5
月
3
1H
と
6
月
1
5H
  

小 	 曲 	 地 	 区 

若葉第1・若葉第2 ・ニュータウン新宮・ 

若葉苑・芭蕉・新宮・市営住宅・県雀打主宅 

・中平井町・下平井町・雛田町・敷島町・

平井町・東雲町・十川町・さっき田丁 

コミセンさかえ・湊●地集会所 

みなみ広田尚地集会所・森の家 

十川集会所・新宮町集会所

小曲農村婦人の家・中央公民館

中央コミセン・しきしまコミセン

鎌谷町消防センター・松島会館

市 役所馬主車場集 積小屋 

寺町・岩木町・錦町・幾島町・柏原町・

大町・本町・Uは器町・上平井町・末広町・

旭町 

第一柳町・第二柳町・元町・栄町・田町・ 
※ もよりの指定場所へ出して

ください。 

※ 指定した場所の空地を利用

してください。 

《リサイクル業者》 

〇宮崎古物店 	TEL 28-2880 
〇高井古叫勿店 	TEL 34-2457 

新町・第一千鳥町・千鳥・湊田地町・ 

ノ、、重菊・成田町・平和町・日の出町・

不魚住 

一ッ谷・一ッ谷団地・布屋町・弥生町・ 

鳥森・東町・鎌谷町・田闘町・青葉町・ 

杉§ 島 町 一 丁 	目 	～ ノ1、 丁 	目 
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五所川原市承認 

第 	 号 

五所川原市指定ごみ袋 

ーー…ー11 

く指定こみ袋について） 
第 2回五所川原市廃棄物減量等推進審議会

において、 ごみの出し方についてつぎのと才5 

り決定されました。 

1，ごみを出す場合には、指定ごみ袋に入れ

て出すことになりました。 

2 ，出すーごみは、 これまでどおり燃やせるご

み及び燃やせないごみに分別して出すこ

とになりました。 

3 ．指定ごみ袋には、町名・氏名を記入する

ことになりました。 

4 ．平成 8年10月1日以降、上記以外のごみ

は収集しないことになります。 

※指定ごみ袋は、 

6月中には市内

で販売される予

定です。 お手持

ちのごみ袋がな

くなり次第指定

ごみ袋を使用す

るようお願いし

ます。 

＞お問い合わせ
市生活環境課 
台内線231・233 

粗大ごみの収集について（お知らせ） 
⑥申し込みは班長または町内会長へ 

く粗大ごみ申し込み日程表） 
申 し込 J
締め切り日 

メ 

地 	域 	及 	び 	町 	名 
Il又集月 日 

月 日 日程日 月
 

6
  

日
 

2
  

日
 
ー
  

引
 
日
  

5 27 月 毘 沙 門 ・ 長 富地 区 	中 川 土［」3 区 	三 好 地 区 

6 3 月 飯 詰 地 区 	松 島 地 区 6 9 日 

6 10 月 梅 沢 地 区 	長 橋 地 区 	七 和 地 区： 6 16 日 

6 17 月 栄 	地 	区 	み ど り 町 1 - 8 丁 目 6 23 日 

6
  

24 月
  

ノ」、 	曲 	地 	区 

若葉第1・若葉第2 ・ニュータウン新宮・若葉苑・芭蕉・

新宮・市営住宅・県営住宅・中平井町・下平井町・雛田町・

敷島町・平井町・東雲町・十川町・さっき町 

R
)
 

 
30 日

  

一
 

 

1
  

月
  

寺町一・岩木町・錦町・幾島町・柏原町・大町・本町・川端町一 

・上平井町・末広町・旭町・新町・第一柳町・第二柳町・

元町・栄町・田町・第一千鳥町・千鳥・湊団地町・八重菊・

成田町・平和町・日の出町・不魚住 

「
ノ
 

一
 

 

日
  

「
ノ
 
 

8
  

月
  

一ッ谷・一ッ谷団地・布屋町・弥生町・鳥森・東町・鎌谷町 

・田園町・青葉町・松島町1丁目～ 8 丁目 
一
 

 14 日
  

@)1 世帯 3品まで。 

⑨出してもよい物 

※洗濯機、冷蔵庫、テレビ、 ミシン（一般電化製品） 

※イス、テーブル（木製を除く） 

※自転車、 ストーブ、スノーダンプ 

⑨名札を必ずつけてください。 

⑨上記以外の物は収集しません。 

9 平成 8年5月15日 



住民パワーで暴力追放 

財団法人暴力追放青森県民会議 

事務所 青森市新町2-2ヲ 

合 0 177-23-8930 
青森県警察本部暴力団対策課 

合 O 1 7 7 - 2 3 - 42 1 1 
五 所 川 原 警 察 署 

公 O173-35-2141 

3ない運動 

①暴力団を恐れない 

②暴力団に金を 

出さない 

③暴力団を利用しない 

今年の「景観の日」は・・・ 
初めて迎えることになる 6月1日（土）の景

観の日には、景観の日シンポジウムを開催し、 

この中で中学生の景観に関する意見発表「私

たちの景観メッセージ」を実施します。 

そこで、最優秀賞、優秀賞を受賞された中

学生は、海外景観視察少年団としてロシア・

ハバロフスクに派遣（夏休み中） します。 

また、県内の小学校・中学校・高等学校・

特殊教育諸学校すべてに、景観の日記念樹と

レて苗木を配布します。 

お問い合わせ 

県企画部企画調整課 文化‘景観担当 

容 O177 一 22 - 1111（代表）内線讐乞国 

6月1日は景観の日 

私たちの景観メッセージ 

暴力追放三ない運動 
:3 つの勇女（ 

①暴カに屈せず 

勇気を出そう 

②被害を受けたら 

届出よう 

③暴力団を締め出そう 

平成 7 年度 

「暴力追放標語コンクール」入選作品 

暴力団 

地域のみんなで 

追い出そう 

五所川原農林高校 平山さんの作品 

平成8年度「危険物安全週間」 
l 危険物むき合う心いざ集中 

6月 2 日 （日）から 8 日 （土）までの期間、 

危険物（ガソリン、灯油等）に関する知識の

普及啓蒙を図ることを目的に「危険物安全週

間」が始まります。 

危険物に係る火災、油漏れ等の事故の原因

は、その多くが取り扱っている者の不注意に

よるものです。 

危険物は正しく取り扱って事故のないよう

ご協力ください。 

平成 8年度危険物の取扱作業の 

保安に関する講習 
ン講習日 6月28日 （金） 

>講習会場 オルテンシア 

（ふるさと交●充圏民センター） 

＞種別 給油取扱所関係（9 】 30----12 : 30) 
一I投取扱所関係（14:OO-17 】 00) 

レ受付期間 5月25日～6月11日 

※申込書は消防署にあります。 

危険物取扱者、消防設備士の方ノ＼ 

お 知 ら せ 
危険物取扱者、消防設備士免状は、10年に 

1回の「写真の貼替え」が義務イ寸けられてい

ます。該当する方は忘れずに手続きしてくだ

さレ×コ 

>問い合わせ先 消防本部予防課 

（合35 - 2019 内線25・27) 

五所川原市役所 容35 - 2111 	 平成 8年5月15日 10 



募 集 

働く婦人の家 

生活講座受講生募集 
1．五所川原市の自然を学ぶ教室 

～専門の講師のもと山野草を学び・親しんでト 

みませんか～ 

◇講師…木村啓先生 

くり＞日時ー・6 月1日（土） 10時～14日寺 

集合時間・・・9時45分（働く婦人の家） 

◇場所・・・味噌ケ沢（服装はハイキング程度） 

◇参加費…700円 

◇申し込み締め切り…5 月28日 

※雨天の場合は働く婦人の家においてスライ 

ドを見ながら学習します。 

2．中国料理教室 

～多彩な中国半斗理の基本を学びレパート I) ー 

を増やしてみませんか～ 

◇講師…対馬重義先生 

◇日時…6月3 日（月） 9時30分～11時30分 

◇持参するもの…エプロン・三角巾・材，斗費 

3．水墨画教室（7 回講座） 

～水墨画の基本から学んでみませんか～ 

◇講師…渋谷拓城先生 

◇日時・・・6 月4 日～9月3 日 

第 1 ・第3火曜日 18日寺30分～20時30分 

4．茶懐石の作法を学ぶ講座 

◇講師…鈴木はつえ先生 

◇日時・・・6 月7 日（金） 10時～13時 

◇材料費・‘・2,000円 

※ 1~4の共通要点 

1）受講資格・・・市内にイ主所又は職場を有する方 

2）受講料・・・無撃I。 但し材半斗費は自己負担 

3）申し込み・間い合わせ先・・・五所川原市働く 

婦人の家 廿…35-8898 

日系社会青年ボランテイア 

募集説明会 
ン募集説明会日程及び場所 

6 月20日（木） 18時～21日寺 

アスパム 7階（青森市） 

レ間い合わせ先 国際協力事業団 東北支部 

〒 980 仙台市青葉区一番町4-6-1 
イ山台第一生命タワービル1SF 
廿 022-223-5151 (代) 
F A X022-227-3090 

11 平成8年5月15日 

日曜日特別納税相談日― 

“どうぞご利用ください” 

収納課では、平日に納税相談ができない方 

のために 「日曜日特別糸内秒鉢目談日」 を開設し 

ます。 

またいつでも気軽に納利鉢目言炎てるきますので、 

収納課までおいでください。 

ン日時 5 月26日 （日） 

午前9時から午後4時まて冬 

レ場所 市役所収納課（3階） 

レお間し、合わせ か内線433、 434、 435、 

436 

2 級ボイラ一技士試験案内 

~ 試験日〇高校生 8 月9日団青森市青森市文イヒ会館 
I 	0一 般…9月22日（日）青森市 青森大学 

I 	-警)S a 	黄日にで讐瞥警るです。 
I 	小 1 	フ ー 央 」又 ’ ’ 膏 

I 	(2級ボイラー技士免許試験の受験資格を付与する講習） 

I l・日 	日寺 	6 月11日～13日 （3 日間） 

I 	 午前9時～午後5時まて、 

I 2‘会 	場 五所川原市字新宮町84-5 
I 	 （初西北労働基準協会2階会議室 

I 3・受 	講 料 一般…10・000円‘高校生…8・000円 

I4 テキスト代 2・20(）円（内訳 ポイラー実技Lloo円 

i 	 ’ボイラー凶鑑1・100円） 

1 5 締め切 り 	6月5 日か定員100名に達し次第締め 

i 	
‘ 
	切ります。 

l 6 持参する物 実技講習は、出席確認のため印鑑を持 

I 
I 	‘取小Iフー慎エ兄『十’厭早1肩‘再百膏 
I (2級ボイラー技士免許試験に備え知識の習得を図る講習） 

I l・日 	時 	7 月23日～26日 （4 日間） 

I 	 午前9日寺～午後5時まて二 

12・会 	場 五所川原市字新宮町84う 

I 	 (:t)西北労働基準協会2階会議室 

I 3・受 	講 料 一般…10・000円‘高校生…8・000円 

I4’テキスト代 5・600円（内訳二級ポ「イラー技士教本 

I 	 2・500円‘試験間題集2・000円‘ボイラ 

I 	 ー圧力容器規則Lloo円） 

I 5凄帝め切‘) 	6 月13日か定員100名に達し次第締め 

I 	 切ります。 

小型移動式クレ一ン運転技能講習会 

I l 講習対象  っり上げ荷重1 ト ノ以上5ト ノ未満の小 

I 	 型移動式クレーン運転業務 

1 2．開催日時 	6 月18日から20日まてる (3 日間） 

I 	 午前9時から午後5時まて二 

1 3．開催場所 学科 （封う西北労働基準協会2階会議室 

I 	 五所川原市字新宮町84-5 
I 	 実技 斎勝建設（株）構内 

I 	 五所川原市大字太刀打一字早蕨98-4 
I4.受講資格 満18歳以上の者 

I5‘受 講 料 	27, 700円（テキスト代1,700円を含む） 

I6．締め切り 	6 月14日か定員80名に達し次第締め切り 

~ 
「回申し込み先 伴b西北ッH動基準協会 か0173 (35圧336 

＃」折川原市字新‘高“町84-5 
※毎週士・日曜日は休業日となっております。 

※詳細にっいてのお尋ねは、当協会へご連絡ください。 



五所川原「虫おくり」行事

神輿運行参加者募集 

レ対象 どなたでも。（ただし商工会議所で製作し

た神輿を担ぎ 8月4日の運行に参加できる方。） 

ン募集人員 60名 

レ締め切り日 5月31日 （先着定員になりし

だい締め切り） 

＞申し込み・問い合わせ 五所川原商工会議所 

" 35 - 2121 FAX 35 - 2124 

※虫おくり行事のアイディア、意見も募集 

「手話講習会受講者募集 
二囲青森県ろうあ協会五所川原支部 

ン対象 聴覚障害者の福祉に理解と熱意を有 

し、手話奉仕員、手話通訳者及びろう 

あ者との交流を希望する者 

ン講習科目 （1)月靖舌 （2）聴覚障害者 （3）ろう 

あ教育 （4）ろうあ者の生活 （5）手話サ 

ークル （6）手話通訳 

＞とき 5月22日～ 7月31日までの 

毎週水曜日 18日寺30分～20時 

ンところ 市中央公民館 

＞コース別 初級コース・中級コース 

レ受講料 無料（但し、テキスト代 600円） 

ン問い合わせ 

1AX29 -3729（工藤 朱美） 

雪 34-3072 ()責田まどか） 

あなたも秋に大輪菊を咲かせませんか 

五所川原晩香会（菊の会）会員募集」 
レ対象 どなたでも、初心者大歓迎（指導有、 

新会員には菊の苗提供） 

レ会費 年会費（3,000円） 

ン申し込み 雪29 - 3008 石岡浩まで 

※広報編集部では読者の投稿をお待ちしています。 

詩、俳句、短歌、川柳 	等なんでも受付ます。 

五所川原市役所 容35 -2111 

わが町の小さな旅 

施設見学会参加者募集 
わたしたちの町には、 いろいろな施設があ

り、市民のみなさんにまだまだ知られていな

い場所がたくさんあります。 このような施設

を見てふるさとを再発見してもらおうと市で

は、 5月から10月まで計10回見学会を行いま

す。あなたの参加を待っています。 

第1回施設見学会 

ー津軽富士八景めぐり― 

津軽富士と呼ばれている岩木山は、 どこか 

ら見ても美しい山です。この山を市のいろい 

ろな施設から見る見学会です。 

＞見学施設 菊ケ丘水郷公園、藻川親水公園、 

堺野沢ため池、津軽フラワーセンター、 

狼野長根公園、馬神山、飯詰ダム、毘 

i少門牧場 

ン日程 5月30日（木） 9日寺30分出発 

＞集合場所 市役所正面玄関前 

＞対象 一般市民、 どなたでも 

＞募集人員 35名 

ン会費 昼食代として500円（当日徴収） 

ンI応募方法 電話にて（先着定員になりしだ 

い締め切り） 

>申し込み・問い合わせ 

市総務課 雪35 - 2111 内線404 

第 2回施設見 	I 

小さな発見！! 21世紀を拓く 
ごしょがわらの水の小路を訪ねて― 

第381k］水道週間 水道施設見学会 

レ見学コース 中央管理センター～水管橋～ 

七和配水場～玉清水調整池～飯詰ダム 

～飯詰浄水場（昼食）～工業用水道センノ 

ター～漆川工業団地～水道事業所 

＞日時 6月 3 日（月） 9時集合 

＞集合場所 水道事業所 

＞募集人員 35名 

＞会費 昼食代として一500円 

>J応募方法 電話にて（先着定員になりしだ 

い締め切り） 

レ申し込み・問い合わせ 

水道事業所 胃34 一 9111 
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ー五所川原地区共済組合15周年記念事業

愚安亭遊佐（むつ市出身）氏によるひとり芝居 

	「人生一発勝負」 ― 
ンとき 6月1日（土） 14 : 00 

ンところ オルテンシアノ」、ホール 

＞入場料 500円 

＞問い合わせ 五所川原地区共済会雪34-3074 

Sれあいチャリティーコンサ トコ 
のお知らせ 

レとき 6月 8 日（D 開場18時 開演18日寺30分

ンところ 五松苑 6階平安の間 

>演奏者 ハープ演奏 ノ」、倉知香子さん 

津軽三味線演奏 木下伸市さん

レ主催 スポーツアカデミー五所川原 

ン後援 五所川原市、東奥日報社、ATV青 

森テレビ、 RAB青森放送 

ン入場料 協賛金として1人500円（社会福ネI上

活動の支援金として市に寄イ寸） 

ン定員 400メ、（定員になりしだい締め切り） 

＞申し込み スポーツアカデミー五所川原

客 35 - 0321（月曜日休館） 

第14回 精神科作業療法 

一 	作品展示会 
精神科の患者さんたちが、社会復帰するた 

めに様々な作業活動を行っており、たくさん 

の作品が出来ました。ご来場をお待ちしてます。 

ンとき 5月23日（木） 9時～16時 

＞ところ 働く婦人の家 1階ロビー 

＞主催 西北中央病院精神科 

）連絡先 作業療法士 山田まで雪35-3111内線259 

市民参加の植樹祭を開催 
レ日日寺 5月26日（日） 9時30分 

>場所 市営毘沙門l改場 

ン申し込み締め切り 5月20日 農林水産課（内線352) 
>その州l長ぐて）又はズ’ック、軍手を用意して

ください。昼食、使用道具は、市で準備します。 

参加者全員に苗木の無償配布があります。 

13 平成 8年5月15日 

奥津軽に 
、、第九万をひびかせてみませんか 

L 	～いい歌を…心をこめて～ 

「奥津軽に、、第九ノノをひびかせる会」のhL「重力

も 3年目。記念すべき今回は新進気鋭の音楽

家佐々木修氏（弘前市出身）を迎え、、これま

で以上の演奏会にガ と張り切っています。 

只今会員募集 I4コ 

、、第九ノノを歌ってみたいな～と思っているあ

なたノ 興味はあるけどドイツ語なんて歌え

るかしら…とためらってル、るあなたノ 何も

心配はいりません。歌いたいという気持ちさ

えあれルボ、誰でも歌えます。初めての方大歓

迎グ ー緒に、、わたしたちの第九ノノを奥津軽

にひびかせましょう。 

象毒；：喜；．ご篇簿三嘗鼻誉たh“ぷこ蕊姦．毒熱灘熱燕穀 

去年開催した第 2 回演奏会 

奥津軽に眼第九クをひびかせる会第3回演奏会 

日時 平成 8年12月 1 日（日） 午後2 : 00 

場所「オルテンシア」ふるさと交流圏民センター 

あなたもバレーボールをしてみませんか 

ーーノ、、 昌 I造：桂三 
ユ又 歩ヌ グナクK 

初心者大歓迎（家庭婦人に限ります） 

>場 所 五所川原第一中学校 

ン日 時 毎週水曜日 19時から21時 

ン会 費 月500円 

ン連絡先 合35 - 0343 佐々木まて了 

熱
演
中

の
愚
安
亭
遊
佐
氏
 

トコ 

q 発足会 平成8年6月12日（加午後6:30-g 
五所川原市中央公民館 

練習日 6- 8月 隔週水曜日 

9-il月 毎週水曜日 

午後7:OO-9:0O 五所川原市中央公民館 

会 費 月2,000円（学生1,500円） 

申し込み・問い合わせ 合0173-33-2111 
「オルテンシア」ふるさと交流圏民センター 

事務局 合0173-34-8297（長尾） 

ずめ切り平成8年6月12日（7K) 但し随時受付、 



はつらつ女性課内線234・232 

「 すくすく健診二 
>場所 働く婦人の家・市保健センター 

（新町バス停前） 

＞受イ寸時間 12時30分から12日寺45分 

＞持参するもの 

母子健康手帳、バスタオノレ 

対象児 期 日 主な内容 

4力月児 

健 	診 

平成 8年 

1月生まれ 

6月 4日 

（火） 

小児科診察

神経芽細胞

腫検査セッ

ト配布 

育児情報交

換等 

歳
 
力
  

1
6健
 
月
 

児

診
 

平成6年 

12月生まれ 

6月25日 

（火） 

小児科診察

歯科診察 

発達相談等 

歳
  

3健
 
児
 

診
 

平成4年 

12月生まれ 

※個人通知

します。 

6月20日 

（木） 

小児科歯科

診察 

視聴覚検査

発達相談

尿検査 

（尿を小ビ

ンに入れて

持参すると 

便利です） 

※お願い 

①4カ月児健診に来れなかった方は

神経芽細胞腫（小児がん）検査セット

を配布しますので、母子健康手帳を持

参のうえ、はつらつ女性課窓口にもら

いにきてください。 

②病気療養中（特に伝染性の病気） 

体調の良くない子准キさんはご遠慮くだ

さい。翌月の健診を受けることができ

ますのでご連絡ください。 

五所川原市役所 公35-2111 

すこやか発育相談 
ン場所 働く婦人の家・市侍ミ健センター 

（新町バス停前） 

レ持参するもの 母子健康手帳、バスタオル 

(6カ月児のみおしぼり、 

ベビースタイ） 

開設日 時 間 内 	容 

6月18日 

6カ月児 （火） 受付時間 
離乳食の試食 

健康相談 12 : 30- 
（対象児） 平成7年 12 】 45 

発達相談等 

11 月 生 

10 : 00-- 成長・発達相 

6月 5日 12 : 00 談 

（水） 13 :00~ 

15 : 00 母子健康手帳 

の節目（9.- 

母と子の 
10 : 00--- 10カ月、1歳、 

相談 日 12 : 00 2歳等）の相 

談 
6月19日 13 : 00- 

（水） 15 : 00 
育児・遊び・ 

※午後は 栄養（離乳食 

予約相談 等）相談 

※予糸勺木目談は随時、電話で受けイ寸けています。 

献血のご案内 

献血にご協力いただい

た方には、健康管理に役

立つ血液検査サービスを

行っています。 

その結果は約2週間後

に親展にてお送りいたし

ます。 

期 	日 日寺 間 場 	所 

5月22日 

（水） 

9: 
12 
30 
: 

---- 
00 

北五農業共済組合 
馬主車二場内 

北五農業共済組合協賛 

13 : 
16 
30 
: 
- 
00 

五所川原消防署前 

平成8年5月15日 14 
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